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NICUでの手袋使用状況によるMRSA保菌者の比較
はじめに
　早産児は免疫能の未熟性による易感染性から、
NICU内でしばしば重症な院内感染を起こすことが
問題となる。院内感染の中でもMRSAは一度保菌状
態になると陰性化するのは難しく、保菌者が感染源
となり水平感染を起こす。また、A病院のNICUは
保育器の間隔が狭く、複数科の医療者が病棟に出入
りすることが多いことから感染しやすい環境にあり、
院内感染に対する配慮が重要であると考えられる。
　A病院のNICUではスタンダードプレコーション
に基づいた手袋着用を実施していたが、感染が拡大
したことをうけ、2005年より児に触れる全ての処
置で手袋着用を義務付けている。
　今回、処置時の手袋着用を義務付ける前後での
MRSA保菌者の比較を行うことにより感染対策にお
ける手袋の有効性を検討・分析したのでここに報告
する。
1研究目的
1．全ての処置時に手袋着用を義務付ける前後での
　MRSA保菌者を比較し、現状を把握する。
2．今後の効果的な感染対策について再検討する。
皿研究方法
1．調査期間
　　手袋着用を義務付ける前：2004年1月から
　12月
　　手袋着用を義務付けた後：2006年1月号ら
　12月
　　手袋着用を義務付けてから2年後：2007年1
　月から12月
2．対象
　　対象期間に出生した出生体重1500g未満か
　つ在胎週数35週未満の児。2004年に出生した
　27名、2006年に出生した27名、2007年に出
　生した30名を対象とした。
　　さらにそれぞれの期間において児の在胎処子
　によりA群（～28週6日の児）、B群（29週0
　日～31週6日の児）、C群（32週0日～34週
　6日の児）に分類した。
　　なお、人工呼吸器管理の有無は問わないもの
　とする。
3．調査方法
　　毎週一回気管内吸引疾もしくは鼻腔培養を行
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いMRSA保菌率を算出し、手袋着用前後で比較
検討した。また、統計学的検討にはx2検定を
用いp＜0．05を有意とした。MRSA保菌率につ
いて2004年と2006年、2004年と2007年、
2006年と2007年の比較を行なった。
皿用語の定義
　超低出生体重児：出生体重1000g未満の児
　極低出生体重児：出生体重1500g未満の児
　保菌者：MRSA陽性であるが、臨床的に感染の症
状がない者
　処置：全ての処置（保育器・コット内に手を入れ
て行うケア）
　MRSA保菌率：MRSA保菌者÷対象者数
IV倫理的配慮
　調査結果は研究以外の目的では使用せず、個人の
特定ができないように配慮した。
V結果
　1．対象の背景
　　2004年A群は対象人数11人、平均三胎週数
　27週1日（24週4日～28週6日）、平均体重
　910g（554g～1436g）、平均在院日数120日（24
　日～272日）、MRSA保菌率18％であった。　B
　群は対象人数8人、平均在胎週数30週0日（29
　週3日～31週1日）、平均体重1193g（980g～
　1518g）、平均在院日数85日（25日～119日）、
　MRSA保菌率50％であった。C群は対象人数8人、
　平均在胎週数33週0日（32週0日～34週4日）、
　平均体重1359g（976g～1488g）、平均在院日数
　51日（39日～69日）MRSA保菌率50％であっ
　た。
　　2006年A群は対象人数11人、平均在胎週数
　26週0日（23週0日～28週5日）、平均体重
　719g（386g～1162g）、平均在院日数104日（33
　日～153日）、MRSA保菌率36％であった。　B
　群は対象人数11人、平均在胎週数30週0日（29
　 0日～31週6日）、平均体重1038g（768g～
　1441g）、平均在院日数83日（54日～109日）、
　MRSA保菌率55％であった。C群は対象人数5人、
　平均二二週数33週4日（32週3日～34週6日）、
　平均体重1380g（1194g～1498g）、平均在院日
　数45日（36日～52日）、MRSA保菌率20％で
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あった。
　2007年A群は対象人数16人遅平均在心隔数
26週0日（23週2日～28週3日）、平均体重
789g（319g～1077g）、平均在院日数101日（11
日～246日）、MRSA保菌率37％であった。　B
群は対象人数10人、平均在団品数30週5日（29
週0日～31週4日）、平均体重1166g（885g～
1496g）、平均在院日数65日（44日～106日）、
MRSA保菌率0％であった。　C群は対象人数4人置
平均在胎魚心33週4日（32週1日～34週3日）、
平均体重1075g（820g～1225g）、平均在院日数
53日目40日～58日）、MRSA保菌率25％であっ
た。
2　対象の比較
　2004年と2006年の比較ではA群とB群
においては、保菌率に有意差はみられなかった
（p＞0．05）。C群においては2004画面比較し
2006年における保菌率が有意に低いという結
果が得られた（p〈O．05）。2004年と2007年
の比較では、A群では有意差がみられなかった
が、B群では2004年と比較して2007年にお
ける保菌率が有意に低いという結果が得られた
（p＜0．05）。C群では有意差は認められなかった
が2007年の保菌率は減少傾向にあった。また、
2007年忌2006年の比較ではB群に有意差が見
られたものの（p＜0．05）、A群とC群の保菌率に
有意差はみられなかった。
w考察
　小笠原ら1）は「手袋着用は、極低出生体重児の
MRSAの保菌者数減少に有効であった。」としている。
また、河井ら2）は「手袋着用がMRSA対策として非
常に有用であることを示した。」としている。
　今回の研究では、2004年に比べて2007年にお
けるMRSA保菌率はA群を除き減少傾向を認め、院
内感染予防の効果が得られた。2005年に物品の個
別化、消毒方法の変更の他に、点滴作成時や物品交
換時など児に触れる以外の業務でも手袋を着用する
など、病棟内感染防止基準を大幅に見直したことが、
保菌率の減少に効果をもたらしたと考える。日々の
業務で手袋着用が義務化され、実施したことが院内
感染予防につながった。
　A群においては2004年、2006年、2007年全て
において有意差がないという結果が得られた。免疫
グロブリンのIgGは妊娠29週頃から急速に母体か
ら胎児に移行する。そのため29週未満の早産児で
は低γグロブリン血症であり、免疫能が未熟である
こと、皮膚の脆弱性、保育器の高加湿、免疫能の未
熟性により菌が定着しやすいという特徴がある。ま
た、入院期間が長いことも菌が定着しやすい誘因で
ある。このことから、超低出生体重児では手袋着用
だけではMRSA感染を防止することは難しいと考え
る。
　B群では、2005年より手袋着用を義務付けてい
るにもかかわらず、2004年と2006年のMRSA保
菌率の比較で有意差がみられなかった。2006年は
2004年と2007年に比べ平均体重に100g以上の
差があったということが、保菌率増加の誘因の一つ
なのではないかと考えられる。また、B群の特徴と
して入院が長期化するため感染しやすい機会が多い
環境にあること、手袋着用がまだスタッフ間で徹底
できていなかったことが原因ではないかと考える。
2007年においてはスタッフ間で手袋着用が徹底さ
れたことにより、長期入院を要するB群でMRSA保
菌率を減少させることができた。
　C においては2004年と2006年で有意差がみ
られたことから、入院期間の短い児に対しては早期
から手袋着用の効果がみられた。
V皿まとめ
　手袋着用は極低出生体重児には有意義がみられた
が、超低出生体重児には有意差はみられず、手袋着
用のみでは感染を抑えることが難しいという現状が
明らかになった。
　今回研究に取り組んだことにより、現在の感染の
現状を知ることができ、今後の感染防止対策への取
り組み方を考えるきっかけになった。今後も手袋の
着用、手洗いを実施し院内感染予防に取り組んでい
きたい。
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表1対象児の背景
対象人数
　平均
ﾝ胎週数 平均体重
　平均
ﾝ院日数 MRSA保菌率
A群 11人 27wld 9109 120日 18％
2004年 B群 8人 30wOd 1193g 85日 50％
C群 8人 33wOd 1359g 51日 50％
A群 11人 26wOd 7199 104日 36％
2006年 B群 11人 30wOd 1038g 83日 55％
C群 5人 33w4d 1380g 45日 20％
A群 16人 26wOd 7899 101日 37％
2007年 B群 10人 30w5d ll669 65日 0％
C群 4人 33w4d 1075g 53日 25％
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図1　保菌率の推移
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